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土居奈生子　続・「妃」にかんする一、二のこと

一　

は
じ
め
に

　

前
稿
「「
妃
」
に
か
ん
す
る
一
、
二
の
こ
と
─
昌
子
内
親
王
の
考
察
を
通
じ
て

─
」
に
お
い
て
、「
妃
」
の
語
の
読
み
や
使
用
に
つ
い
て
検
討
し
、
昌
子
内

親
王
が
令
制
の
妃
で
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
結
論
づ
け
た
（
１
）。
課
題
が
多
く
残
っ

た
が
、
こ
の
前
稿
を
ふ
ま
え
、
さ
ら
に
補
足
を
行
い
な
が
ら
、
本
稿
で
は
や
は

り
「
妃
」
を
鍵
語
に
尊
子
内
親
王
と
、
彼
女
が
『
大
鏡
』『
栄
花
物
語
』
に
お

い
て
「
火
の
宮
」
と
い
う
あ
だ
名
で
世
の
中
の
人
々
か
ら
呼
ば
れ
た
と
い
う
点

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　

か
つ
て
尊
子
内
親
王
に
つ
い
て
は
、『
源
氏
物
語
』
の
登
場
人
物
で
あ
る
女

三
宮
の
出
家
を
考
察
し
た
際
に
と
り
あ
げ
た
こ
と
が
あ
る
（
２
）。
し
か
し
昌
子
内
親

王
の
場
合
と
は
異
な
り
、
論
者
自
身
が
詳
細
に
生
涯
を
考
察
し
検
討
を
加
え
た

わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
安
西
迪
夫
氏
の
研
究
（
３
）を

参
考
に
し
な
が
ら
、
史
料
も

ま
じ
え
尊
子
内
親
王
の
略
歴
を
簡
略
に
示
す
。
父
は
冷
泉
天
皇
、
母
は
藤
原
伊

尹
女
懐
子
で
第
二
皇
女
。
康
保
三
年
（
九
六
六
）
の
誕
生
。
誕
生
し
た
と
き
は
、

い
ま
だ
父
は
東
宮
で
あ
っ
た
が
、
翌
年
、
祖
父
に
な
る
村
上
天
皇
の
崩
御
に
よ

り
父
が
即
位
、
そ
れ
に
伴
い
母
は
女
御
に
、
尊
子
は
内
親
王
と
な
る
（
二
歳
）。

同
母
姉
・
宗
子
内
親
王
、
同
母
弟
・
花
山
天
皇
。
安
和
元
年
（
康
保
五
）、
斎

院
に
卜
定
さ
れ
、
潔
斎
を
へ
て
年
末
、
宮
中
の
「
初
斎
院
」
に
入
る
。
こ
の
時
、

初
斎
院
と
さ
れ
た
の
は
「
左
近
衛
府
」
と
さ
れ
る
。
安
和
三
年
（
天
禄
元
・
九

七
〇
）、
本
院
へ
の
渡
御
は
五
歳
の
と
き
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
、
父
が
譲
位
し
、

同
母
弟
の
円
融
天
皇
の
御
代
と
な
る
が
、
斎
院
の
交
替
は
な
か
っ
た
。
母
懐
子

の
死
に
よ
り
斎
院
を
退
出
、「
東
院
」
へ
移
る
。
こ
の
東
院
は
、
祖
父
に
あ
た

る
藤
原
伊
尹
の
邸
宅
、
東
一
条
家
と
さ
れ
る
。
十
歳
。
貞
元
三
年
（
天
元
元
・

九
七
八
）、
姉
・
宗
子
内
親
王
が
三
品
、
尊
子
内
親
王
は
四
品
に
叙
さ
れ
る
。

天
元
三
年
（
九
八
〇
）、
十
五
歳
の
と
き
円
融
天
皇
の
も
と
へ
入
内
。
直
廬
は

麗
景
殿
で
あ
っ
た
。
十
月
に
入
内
し
、
十
一
月
に
内
裏
が
火
災
に
見
舞
わ
れ
、

「
本
家
」
へ
避
難
す
る
。
天
元
四
年
正
月
、
二
品
に
叙
さ
れ
る
。
天
元
五
年
正

月
に
新
造
内
裏
へ
参
入
、
直
廬
は
承
香
殿
と
な
る
。
四
月
に
一
旦
、
退
出
す
る

が
、
退
出
中
に
自
ら
髪
を
切
っ
た
と
い
う
噂
が
た
つ
。
十
一
月
に
再
び
内
裏
が

火
災
に
見
舞
わ
れ
、
そ
の
際
、
尊
子
内
親
王
は
「
本
家
」
へ
避
難
す
る
こ
と
か

ら
、
時
期
は
わ
か
ら
な
い
も
の
の
再
び
参
内
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
だ
が

右
の
退
出
以
降
、
参
内
や
そ
れ
を
確
認
で
き
る
記
録
は
見
あ
た
ら
な
い
。
永
観

二
年
（
九
八
四
）
に
出
家
し
た
と
推
測
さ
れ
、
寛
和
元
年
（
永
観
三
）
五
月
に

続
・「
妃
」
に
か
ん
す
る
一
、
二
の
こ
と

─
尊
子
内
親
王
と
「
火
の
宮
」
考

─

土

居

奈

生

子
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薨
去
。
二
十
一
歳
で
あ
っ
た
。『
三
宝
絵
』
は
出
家
し
た
尊
子
内
親
王
へ
源
為

憲
が
奉
っ
た
と
さ
れ
る
。

二　

前
稿
の
補
足
─
為
子
内
親
王
と
昌
子
内
親
王

─

　

前
稿
で
は
昌
子
内
親
王
が
令
制
の
妃
で
あ
る
可
能
性
を
い
く
つ
か
の
点
か
ら

検
討
し
た
。
そ
の
中
で
為
子
内
親
王
ほ
か
妃
に
任
じ
ら
れ
た
女
性
達
と
、
昌
子

内
親
王
の
、
国
史
あ
る
い
は
『
日
本
紀
略
』（
以
下
、『
紀
略
』
と
す
る
）
に
お

け
る
記
事
中
の
「
妃
」
の
使
用
が
同
じ
で
は
な
い
か
と
着
目
し
た
。「
妃
」
の

語
の
読
み
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
た
た
め
、
こ
の
点
を
も
う
少
し
検
討
す
る
べ
く
為

子
内
親
王
の
『
紀
略
』
の
記
事
を
再
掲
す
る
。

○
寛
平
九
年
（
八
九
七
）
七
月
二
十
五
日
条

以
二
無
品
為
子
内
親
王
一
叙
二
三
品
一。
為
レ
妃
。

　

左
に
、
こ
ち
ら
も
前
稿
に
あ
げ
、
再
掲
に
な
る
が
『
諸
官
符
案
宣
旨
方
』

（〈
伝
〉
壬
生
本
、
以
下
、『
諸
官
符
案
』
と
す
る
）
の
文
書
を
載
せ
る
。

太
政
官
府（
符
）　

中
務
式
部
民
部
宮
内
等
省

　

三
品
■（
為
）子
内
親
王

右
大
納
言
正
三
位
兼
行
左
近
衛
大
将
藤
原
朝
臣
時
平
宣

奉　

勅
以
件
内
親
王
定
為
妃
者
省
承
知
府（
符
）到
奉

行─　

─
藤
原
朝
臣
枝
良　

遣
唐
録
事
従
七
位
上
守
左
少
史
─

　
　
　

寛
平
九
年
七
月
廿
五
日

前
稿
で
は
、『
古
事
類
苑
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
文
書
を
引
用
し
た
。
だ
が
、

『
古
事
類
苑
』
自
体
が
右
の
文
書
を
『
諸
官
符
案
』
か
ら
引
用
し
た
よ
う
な
の

で
、
今
回
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
の
『
諸
官
符
案
』
か
ら
、
そ
の
文
書
を
引
用

す
る
。
本
書
は
現
在
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
に
書
誌
詳
細
と
画
像
が
お
さ
め
ら
れ
て
お
り
、
画
像
の
23
枚
目
（
右
半

分
）
に
上
の
よ
う
に
あ
る
の
を
確
認
で
き
る
。
こ
れ
よ
り
先
に
、
こ
の
文
書
は

『
皇
室
制
度
史
料　

后
妃
三
』
（
４
）
に
活
字
と
し
て
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ

ち
ら
も
参
照
し
な
が
ら
論
者
が
脇
へ
カ
ッ
コ
書
き
を
行
っ
た
。

　
『
諸
官
符
案
』
は
、
公
文
書
集
と
い
っ
た
も
の
で
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
の
〈
伝
〉

壬
生
本
は
、
室
町
時
代
の
写
し
と
さ
れ
て
い
る
。
紙
幅
に
余
裕
が
な
い
の
で
、

こ
こ
で
は
為
子
内
親
王
が
妃
に
任
じ
ら
れ
る
際
に
、
太
政
官
符
が
発
せ
ら
れ
た

こ
と
を
ま
ず
お
さ
え
た
い
。
加
え
て
「
奉
勅
」
の
語
が
文
中
に
含
ま
れ
る
の
で
、

勅
命
、
つ
ま
り
「
寛
平
」
の
年
号
か
ら
宇
多
天
皇
の
命
令
を
、
役
所
間
で
伝
え

る
文
書
の
発
給
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
当
然
、
本
人
に
伝
え
る
た
め
の
文
書

（
あ
る
い
は
口
頭
で
伝
え
る
場
合
を
含
め
）、
使
い
も
発
せ
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
。

現
在
、
歴
史
学
に
お
い
て
為
子
内
親
王
が
天
皇
の
妃
と
し
て
最
後
の
例
と
さ
れ

る（５
）の
は
、
ひ
と
え
に
上
の
文
書
の
存
在
が
大
き
い
の
で
あ
ろ
う
。

　

官
符
や
宣
旨
全
般
に
は
、「
奉
勅
」
と
「
上
宣
」
の
二
大
別
が
あ
る
と
さ
れ

る
。
天
皇
の
命
令
を
伝
え
る
、
あ
る
い
は
太
政
官
の
決
定
が
勅
裁
に
よ
る
も
の
、

つ
ま
り
前
者
の
場
合
、
作
法
を
と
も
な
う
捺
印
（
請
印
）
が
必
要
で
、
文
書
作

成
に
時
間
と
手
間
が
か
か
る
。
そ
の
捺
印
を
へ
て
、
出
来
上
が
っ
た
文
書
が
、
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宛
所
（
右
の
文
書
の
場
合
な
ら
ば
、
中
務
省
、
式
部
省
、
民
部
省
、
宮
内
省
な

ど
）
へ
下
さ
れ
る
（
６
）。

捺
印
に
手
間
と
時
間
が
か
か
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
複

数
の
役
所
へ
下
す
場
合
は
、
原
本
を
太
政
官
で
保
管
し
、
役
所
の
数
だ
け
写
し

て
伝
達
し
て
い
る
こ
と
も
あ
ろ
う
（
そ
う
し
た
写
し
が
さ
ら
に
写
さ
れ
て
『
諸

官
符
案
』
へ
写
さ
れ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
）。

　

一
方
、「
上
宣
」
の
場
合
、「
奉
勅
」
の
語
が
無
く
、
太
政
官
を
代
表
す
る
上

卿
（
当
該
事
項
を
担
当
す
る
公
卿
）
の
判
断
に
も
と
づ
く
命
令
と
さ
れ
る
。
捺

印
な
ど
を
必
要
と
し
な
い
た
め
手
軽
な
も
の
と
し
て
平
安
時
代
初
期
か
ら
用
い

ら
れ
始
め
た
と
い
う
（
７
）。
こ
れ
ら
歴
史
学
の
古
文
書
に
か
ん
す
る
研
究
を
、
論
者

の
関
心
で
あ
る
キ
サ
キ
へ
落
と
し
込
め
ば
、
令
制
の
妃
は
、
天
皇
の
命
令
に
よ

り
任
じ
ら
れ
、「
奉
勅
」
の
語
が
あ
る
太
政
官
符
が
発
給
、
関
係
各
所
へ
下
達

さ
れ
る
。
女
御
や
更
衣
な
ど
令
外
の
キ
サ
キ
は
公
卿
に
後
見
、
も
し
く
は
後
見

勢
力
に
協
力
す
る
人
物
が
あ
れ
ば
任
じ
ら
れ
、「
奉
勅
」
の
語
が
無
い
、
い
わ

ゆ
る
（
官
）
宣
旨
が
発
給
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
妃
は

天
皇
の
要
請
、
女
御
・
更
衣
は
家
の
意
志
（
遺
志
）
に
よ
り
入
内
す
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
論
じ
た
い
。

　

話
を
『
紀
略
』
と
『
諸
官
符
案
』
の
引
用
に
戻
す
と
、
両
者
は
日
付
の
点
で

一
致
し
て
い
る
。
公
文
書
集
で
あ
る
『
諸
官
符
案
』
は
為
子
内
親
王
を
妃
に
任

じ
る
太
政
官
符
（
あ
る
い
は
そ
の
写
し
）
を
参
照
し
て
い
る
の
に
た
い
し
て
、

国
史
に
ち
か
い
『
紀
略
』
で
は
叙
品
に
か
ん
す
る
記
事
も
加
わ
っ
て
お
り
、
叙

品
と
妃
に
任
じ
ら
れ
た
こ
と
の
両
方
を
記
録
し
た
も
の
、
あ
る
い
は
そ
れ
ぞ
れ

を
記
録
し
た
も
の
を
参
照
し
て
い
る
か
と
推
測
さ
れ
る
。
宇
多
天
皇
か
ら
醍
醐

天
皇
へ
の
御
代
で
あ
る
か
ら
、『
新
国
史
』
の
記
述
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
か

と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
こ
で
は
無
品
の
内
親
王
が
叙
品
に
よ
り
三
品
と
な
り
、

妃
の
条
件
を
満
た
し
た
上
で
妃
に
任
じ
ら
れ
た
、
と
い
う
手
続
き
を
後
世
へ
伝

え
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
『
紀
略
』
に
は
、
同
じ
寛
平
九
年
の
同
じ
七
月
に
、
為
子
内
親
王
の
参
内
の

記
事
も
載
せ
て
い
る
。
参
内
→
叙
品
→
妃
と
い
う
為
子
内
親
王
の
身
の
上
に
起

こ
っ
た
こ
れ
ら
の
出
来
事
は
、
同
時
期
に
元
服
、
即
位
す
る
醍
醐
天
皇
（
皇
太

子
・
敦
仁
）
の
た
め
に
、
父
で
あ
る
宇
多
天
皇
（
上
皇
）
が
差
配
し
た
の
は
疑

い
の
余
地
が
な
い
。

　

次
に
こ
ち
ら
も
ま
た
再
掲
に
な
る
が
、『
九
曆
』
逸
文
を
次
に
確
認
し
た
い
。

○
天
暦
四
年
（
九
五
〇
）
六
月
十
五
日
条

延
喜
天
皇
始
加
元
服
之
夜
、
東
院
后
御
女
妃
内
親
王
并
今
太
皇
太
后
共
欲

参
入
、
而
法
皇
承
母
后
之
命
、
被
停
中
宮
之
参
入
也
、
其
後
彼
妃
内
親
王

不
幾
而
依
産
而
薨
（
８
）

右
の
箇
所
は
、
こ
の
後
、
産
後
に
亡
く
な
っ
た
為
子
内
親
王
の
死
因
と
し
て
、

藤
原
穏
子
の
母
方
の
霊
が
取
り
憑
い
た
と
い
う
「
浮
説
」
を
班
子
女
王
が
耳
に

し
た
と
い
う
内
容
が
続
く
。
そ
の
た
め
『
源
氏
物
語
』
研
究
に
お
い
て
藤
壺
入

内
の
際
に
よ
く
と
り
あ
げ
ら
れ
る
。
前
稿
に
お
い
て
は
、
傍
線
部
「
妃
内
親

王
」
の
読
み
に
こ
だ
わ
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
本
稿
で
は
こ
ち
ら
が
藤
原
師
輔
か

ら
村
上
天
皇
へ
の
報
告
内
容
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
師
輔
は
、
こ
の

日
、
参
内
し
、
村
上
天
皇
の
御
前
で
、
娘
で
村
上
天
皇
の
女
御
で
あ
る
安
子
に

生
ま
れ
た
憲
平
を
皇
太
子
に
立
て
る
た
め
、
立
太
子
の
先
例
を
挙
げ
て
い
る
。

自
身
の
叔
母
で
あ
り
、
村
上
天
皇
の
母
で
、
こ
の
時
、
太
皇
太
后
（
職
は
中
宮

職
の
ま
ま
）
で
あ
っ
た
穏
子
所
生
の
保
明
親
王
が
幼
少
に
て
皇
太
子
に
な
る
、
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と
い
う
文
脈
に
先
の
引
用
箇
所
は
含
ま
れ
て
い
る
。

　

村
上
天
皇
は
、
こ
の
時
、
確
実
に
自
分
の
父
・
醍
醐
天
皇
の
も
と
へ
母
・
穏

子
が
入
内
す
る
前
に
、
父
に
と
っ
て
は
叔
母
に
あ
た
る
為
子
内
親
王
が
妃
と
し

て
入
内
し
て
い
た
こ
と
を
知
っ
た
。
こ
の
点
を
重
視
す
れ
ば
、
皇
太
子
・
憲
平

へ
昌
子
内
親
王
が
入
内
の
際
に
は
、
順
番
は
異
な
れ
ど
為
子
内
親
王
と
同
様
の

手
続
き
、
先
に
考
察
し
た
現
在
の
我
々
で
も
推
測
で
き
る
最
低
限
の
そ
れ
を

行
っ
て
い
よ
う
。

　

も
ち
ろ
ん
こ
の
師
輔
の
報
告
時
は
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
憲
平
へ
昌
子
内
親

王
を
嫁
が
せ
よ
う
と
ま
で
は
考
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
兄
で
昌
子
内
親
王
の

父
・
朱
雀
上
皇
は
存
命
し
て
い
た
か
ら
だ
。
し
か
し
、
憲
平
の
数
ヶ
月
前
に
生

ま
れ
た
昌
子
は
、
五
月
に
母
・
凞
子
女
王
を
亡
く
し
て
い
た
。
父
・
上
皇
、
祖

母
・
太
皇
太
后
も
そ
の
後
、
数
年
し
て
崩
御
す
る
中
で
、
叔
父
で
あ
る
村
上
天

皇
は
昌
子
内
親
王
の
行
く
末
を
考
え
る
立
場
と
な
っ
た
。
内
親
王
の
入
内
例
も

含
め
、
先
例
を
調
査
し
、
そ
の
際
、
近
き
世
の
為
子
内
親
王
の
記
録
は
残
っ
て

い
る
も
の
が
多
か
っ
た
は
ず
で
、
い
わ
ゆ
る
モ
デ
ル
ロ
ー
ル
と
し
参
考
に
し
た

こ
と
だ
ろ
う
。

○
応
和
三
年
（
九
六
三
）
二
月
廿
八
日
条

於
紫
震
殿
有
皇
太
子
元
服
（
十
四
）。
…（
中
略
）…
。
今
夜
。
太
子
納
二

故
朱
雀
院
皇
女
三
品
昌
子
内
親
王
一
為
レ
妃
。
母
先
坊
保
明
親
王
之
女
也
。

（『
紀
略
』）

右
も
再
掲
と
な
り
恐
縮
だ
が
、
こ
の
婚
姻
の
差
配
は
皇
太
子
の
父
で
あ
る
村
上

天
皇
で
あ
る
。
先
の
宇
多
天
皇
と
状
況
は
酷
似
し
て
お
り
、
村
上
天
皇
の
命
令
、

つ
ま
り
勅
が
下
さ
れ
、
太
政
官
符
な
ど
が
発
せ
ら
れ
、
昌
子
内
親
王
が
、
令
や

式
に
あ
る
「
妃
」
に
任
じ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
公
文
書
の
原
本
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
写
し
な
ど
も
今
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
手
続

き
が
と
ら
れ
た
た
め
に
、『
紀
略
』
に
お
い
て
為
子
内
親
王
の
条
と
同
様
に
、

「
為
レ
妃
」
と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
て
い
よ
う
。

　

異
な
る
の
は
憲
平
が
皇
太
子
の
ま
ま
で
、
昌
子
内
親
王
が
「
天
皇
の
妃
」
で

は
な
く
、「
皇
太
子
の
妃
」
で
あ
る
こ
と
。
同
時
に
昌
子
内
親
王
の
場
合
、
皇

太
子
の
妃
（
＝
「
東
宮
妃
」）
と
は
、
皇
太
子
の
嫡
室
を
も
指
し
て
い
よ
う
。

故
に
「
天
皇
の
次
妻
」
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
、
夫
で
あ
る
憲
平
が
天
皇
即
位

の
前
に
皇
后
に
冊
立
さ
れ
（
る
と
い
う
論
理
が
は
た
ら
い
）
た
の
で
あ
り
、

『
権
記
』
に
見
え
る
崩
御
時
の
略
記
に
「
康（
応
和
）保
（
■三

）
年
為
東
宮
妃
、
太
子
登

極
之
時
、
立
為
皇
后
」
（
９
）
と
記
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

前
稿
に
補
足
し
て
、
私
見
を
述
べ
る
な
ら
以
上
の
よ
う
に
な
る
。
昌
子
内
親

王
は
、
管
見
に
よ
れ
ば
『
栄
花
物
語
』
に
お
い
て
の
み
、「
女
御
」
と
呼
称
さ

れ
て
い
る
（
（1
（

。
こ
れ
は
『
栄
花
物
語
』
の
側
の
問
題
で
あ
ろ
う
。
誤
り
か
、
意
図

的
な
も
の
か
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
後
者
と
考
え
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も

別
の
機
会
に
論
じ
た
い
。

　

後
節
で
も
と
り
あ
げ
る
が
、
今
西
祐
一
郎
氏
は
、『
源
氏
物
語
』
の
藤
壺
が

妃
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
論
じ
た
際
に
、
入
内
し
た
歴
代
の
内
親
王
を
と

り
あ
げ
、
昌
子
内
親
王
に
つ
い
て
も
考
察
を
し
て
い
る
（
（1
（

。
今
西
氏
は
、
冷
泉
朝

の
皇
后
（
つ
ま
り
昌
子
内
親
王
）
が
皇
后
立
后
以
前
に
女
御
で
な
か
っ
た
こ
と

を
確
か
め
る
と
し
、『
栄
花
物
語
』（
巻
一
、
月
の
宴
）
を
引
用
し
た
後
、
歴
史

的
に
は
憲
平
の
天
皇
即
位
前
に
昌
子
内
親
王
が
立
后
し
た
こ
と
に
ふ
れ
、
引
用

中
の
用
例
の
「
女
御
」
は
、「
東
宮
女
御
」
で
あ
り
、「
冷
泉
天
皇
の
後
宮
に
お
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い
て
は
、
昌
子
内
親
王
は
当
初
か
ら
皇
后
だ
っ
た
」（（1
（

と
し
て
い
る
。
つ
ま
り

「
天
皇
の
後
宮
で
は
女
御
」
で
な
か
っ
た
と
言
い
た
い
の
で
あ
ろ
う
が
、
同
じ

冷
泉
天
皇
の
後
宮
で
、
藤
原
懐
子
が
昌
子
内
親
王
の
立
后
と
同
日
に
、
そ
れ
ま

で
の
「
皇
太
子
更
衣
」（『
紀
略
』）
か
ら
「
女
御
」（『
紀
略
』）
へ
ス
ラ
イ
ド
式

に
転
上
し
て
い
る
（
（1
（

の
を
鑑
み
れ
ば
、
こ
の
説
明
は
か
な
り
苦
し
い
も
の
が
あ
る
。

昌
子
内
親
王
に
か
ん
す
る
調
査
が
不
足
し
て
し
ま
っ
て
い
る
点
は
い
な
め
な
い
。

三　

尊
子
内
親
王
の
場
合

　

前
節
を
踏
ま
え
て
、
尊
子
内
親
王
が
円
融
天
皇
の
も
と
へ
入
内
し
た
と
き
に
、

妃
で
あ
っ
た
か
検
討
し
て
み
た
い
。

○
天
元
元
年
（
九
七
八
）
五
月
九
日
条

位
記
請
印
。
三
品
宗
子
内
親
王
。
四
品
尊
子
内
親
王
。（『
紀
略
』）

○
天
元
三
年
（
九
八
〇
）
十
月
廿
日
条

前
斎
院
尊
子
内
親
王
始
参-

二
候
麗
景
殿
一。〈
冷
泉
院
皇
女
也
。〉（『
紀
略
』）

◎
同
天
元
三
年　

十
一
月
廿
二
日
条

賀
茂
臨
時
祭
。
奏
二
宣
命
一
之
間
。
従
二
主
殿
寮
人
等
候
所
一。
火
焔
忽
起
。

天
皇
御
二
中
院
一。
女
御
遵
子
移
二
左
近
府
少
将
曹
司
一。
一
品
資
子
内
親
王

移
二
縫
殿
寮
一。
前
斎
院
尊
子
移
二
本
家
一。
此
間
。
諸
殿
舎
悉
焼
亡
。
所
レ
残

采
女
町
。
御
書
所
。
桂
芳
坊
等
也
。（『
紀
略
』）

○
天
元
四
年
（
九
八
一
）
一
月
十
日
条

前
斎
院
尊
子
内
親
王
叙
二
二
品
一。（『
紀
略
』）

●
天
元
五
年
（
九
八
一
）
一
月
十
九
日
条

二
品
宮
被
参
入
、
以
承
香
殿
為
直
廬
、
初
被
候
麗
景
殿
（『
小
右
記
』）

●
同
天
元
五
年　

四
月
三
日
条

降
雨
、
早
朝
退
出
、
伝
聞
、
二
品
女
親
王
今
夜
退
出
、
是
依
光
昭
卒
去
、

俄
以
被
出
云
々
、
依
帰
忌
日
、
半
夜
出
云
々
、（『
小
右
記
』）

●
同
天
元
五
年　

四
月
九
日
条

伝
聞
、
二
品
女
親
王
〈
承
香
殿
女
御
〉、
不
使
人
知
、
密
親
切
髪
云
々
、

（『
小
右
記
』）

○
同
天
元
五
年　

十
一
月
十
七
日
条

夜
寅
剋
。
内
裏
焼
亡
。
火
起
二
宣
耀
殿
北
廂
一。
…
（
中
略
）
…
。
前
斎
院

尊
子
内
親
王
出
二
御
本
家
一。（『
紀
略
』）

第
一
節
に
て
示
し
た
略
歴
の
内
容
と
重
複
す
る
の
で
、
古
記
録
類
の
引
用
は
検

討
に
必
要
な
部
分
に
と
ど
め
る
。

　

尊
子
内
親
王
は
、
父
が
天
皇
に
即
位
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
幼
く
し
て
内
親

王
宣
下
が
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
の
品
階
は
無
品
で
あ
る
。
入
内
よ
り
ず
っ
と
前
、

十
歳
の
と
き
に
、
四
品
に
叙
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
令
制
の
妃
と
し
て
の

要
件
を
み
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、『
紀
略
』
な
ど
に
「
為
レ
妃
」
と
い

う
表
現
を
管
見
で
き
な
い
が
、
十
五
歳
で
の
入
内
に
際
し
て
は
妃
に
任
じ
ら
れ
、

諸
手
続
き
が
行
わ
れ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
四
品
、
さ
ら
に
二
品
と

い
う
二
度
に
わ
た
る
叙
品
は
、
父
の
同
母
弟
で
あ
る
円
融
天
皇
の
御
代
の
こ
と

で
あ
る
し
、
入
内
し
た
の
も
円
融
天
皇
の
後
宮
で
あ
る
。
前
節
の
昌
子
内
親
王

は
、
円
融
天
皇
の
御
代
の
途
中
ま
で
皇
后
、
そ
の
後
、
皇
太
后
へ
と
転
上
し
、

生
き
る
先
例
と
し
て
円
融
天
皇
の
身
近
に
存
在
し
て
い
る
。

　

尊
子
内
親
王
の
父
・
冷
泉
上
皇
は
存
命
し
て
い
た
し
、
同
母
弟
・
師
貞
は
皇

太
子
で
あ
っ
た
。
入
内
の
前
年
、
天
元
二
年
六
月
に
、
円
融
天
皇
の
中
宮
・
藤
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原
媓
子
は
崩
御
し
て
い
る
。
皇
后
不
在
の
後
宮
に
、
妃
が
置
か
れ
れ
ば
地
位
と

し
て
は
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
に
な
る
。
身
分
・
出
自
も
ほ
か
の
女
御
と
比
し
、
別
格

で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　

第
一
節
で
参
照
し
た
安
西
氏
は
、
論
考
で
は
、
入
内
の
経
緯
は
「
不
明
」
と

し
て
い
る
（
（1
（

。
ま
た
、
円
融
後
宮
の
中
で
、
尊
子
が
い
か
な
る
地
位
に
あ
っ
た
か

に
は
言
及
し
て
い
な
い
。

　

第
二
節
で
参
照
し
た
今
西
氏
は
、
続
く
論
考
に
お
い
て
尊
子
内
親
王
を
と
り

あ
げ
「
火
の
宮
」
に
「
妃
の
宮
」
が
か
か
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
、
尊
子

内
親
王
に
か
ん
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
用
例
調
査
を
幅
広
く
行
っ
た
（
（1
（

。
本
節
に
、

年
月
日
の
前
へ
○
な
い
し
◎
を
つ
け
引
用
し
た
箇
所
を
ふ
く
め
『
紀
略
』
記
事

で
は
、「
前
斎
院
尊
子
内
親
王
」、
●
を
つ
け
引
用
し
た
『
小
右
記
』
記
事
で
は

「
二
品
女
親
王
」
と
さ
れ
て
「
女
御
」
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し

て
い
る
。
特
に
、
◎
の
同
じ
引
用
文
中
に
「
女
御
遵
子
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、

尊
子
内
親
王
に
「
女
御
」
が
つ
か
な
い
点
を
強
調
す
る
。
逆
に
『
大
鏡
』、「
大

鏡
裏
書
」、『
小
右
記
』
の
割
り
注
に
「
女
御
」
と
あ
る
箇
所
を
指
摘
し
て
い
る
。

『
小
右
記
』
の
割
り
注
記
述
に
つ
い
て
は
『
大
日
本
史
』
に
存
疑
が
示
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
ふ
れ
、
用
例
と
し
て
除
外
し
て
い
る
。

 

『
小
右
記
』
に
つ
い
て
は
、
近
接
す
る
箇
所
で
複
数
例
の
「
二
品
女
親
王
」
と

「
二
品
宮
」
が
見
ら
れ
る
た
め
、
論
者
も
割
り
注
の
「
承
香
殿
女
御
」
は
後
人

補
入
と
考
え
る
。
念
の
た
め
、
論
者
が
『
小
右
記
』
の
天
元
五
年
一
月
か
ら
二

月
を
ひ
も
と
い
て
み
た
と
こ
ろ
、
こ
の
時
、
冷
泉
上
皇
の
女
御
・
藤
原
超
子
を

「
院
女
御
」、
円
融
天
皇
の
女
御
・
藤
原
遵
子
を
「
太
政
大
臣
女
御
」、
円
融
天

皇
の
女
御
・
藤
原
詮
子
を
「
梅
壺
上
」「
梅
壺
」
と
記
し
て
い
る
例
を
見
い
だ

し
た
。
内
裏
に
与
え
ら
れ
た
殿
舎
名
に
「
女
御
」
を
つ
け
て
人
物
を
表
す
こ
と

が
そ
も
そ
も
な
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
に
加
え
て
同
年
一
月
に
は
、
尊
子
内

親
王
が
参
入
し
た
殿
舎
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
承
香
殿
女
御
」
と

は
、
こ
れ
を
参
照
し
た
後
人
の
補
入
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

　

今
西
氏
は
、『
紀
略
』
の
尊
子
内
親
王
の
逝
去
の
記
事
に
見
ら
れ
る
注
の

「
上
皇
妃
」、『
本
朝
文
粋
』
に
慶
滋
保
胤
作
の
四
十
九
日
願
文
の
文
中
に
あ
る

「
後
ノ
太
上
皇
之
妃
」
を
示
し
つ
つ
、
後
宮
制
度
上
の
「
妃
」
で
あ
る
こ
と
に

間
違
い
な
い
と
す
る
。
尊
子
内
親
王
が
令
制
の
妃
で
あ
る
と
結
論
づ
け
る
際
、

『
本
朝
文
粋
』
の
他
の
人
物
の
願
文
で
の
表
現
と
比
較
検
討
し
て
い
る
の
で
妥

当
で
あ
ろ
う
。

　

論
者
か
ら
後
押
し
す
る
な
ら
ば
、
尊
子
内
親
王
が
逝
去
し
た
永
観
三
年
（
九

八
五
）
の
前
年
、
永
観
二
年
八
月
に
夫
・
円
融
天
皇
は
、
甥
で
、
尊
子
内
親
王

の
同
母
弟
で
あ
る
皇
太
子
・
師
貞
（
花
山
天
皇
）
へ
譲
位
す
る
。
こ
の
と
き
藤

原
遵
子
が
す
で
に
皇
后
に
あ
り
、
皇
太
后
は
昌
子
内
親
王
で
あ
っ
た
。
遵
子
は
、

天
元
五
年
（
九
八
二
）
三
月
に
は
立
后
す
る
の
で
、
そ
こ
か
ら
尊
子
内
親
王
は

「
天
皇
の
次
妻
」
と
し
て
の
「
妃
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
位
置
づ
け
が
、
円
融
天
皇
の
譲
位
後
も
遵
子
は
皇
后
の
ま
ま
で
あ
っ
た
か
ら
、

逝
去
時
の
「
上
皇
妃
」、「
太
上
皇
之
妃
」
と
い
う
表
現
へ
と
つ
な
が
る
の
で
あ

る
。

　

だ
が
、
遵
子
が
立
后
し
、
尊
子
内
親
王
が
「
天
皇
の
次
妻
」
と
し
て
の
「
妃
」

と
位
置
づ
け
ら
れ
た
、
こ
の
年
の
四
月
に
髪
切
り
騒
ぎ
が
あ
り
、
十
一
月
に
は

内
裏
が
再
び
火
災
に
見
舞
わ
れ
、
彼
女
も
ま
た
焼
け
出
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
参
入
の
記
録
は
な
く
、
出
家
し
、
短
い
生
涯
を
閉
じ
る
。「
天
皇
の
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次
妻
」
と
は
い
え
、
そ
の
後
宮
で
の
生
活
は
察
す
る
に
あ
ま
り
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、『
大
鏡
』、「
大
鏡
裏
書
」
に
確
認
さ
れ
る

尊
子
内
親
王
を
指
す
「
女
御
」
で
あ
る
が
、
第
二
節
に
述
べ
た
、
昌
子
内
親
王

を
「
女
御
」
と
す
る
の
が
『
栄
花
物
語
』
の
み
、
と
い
う
現
象
と
酷
似
し
て
い

る
。
ま
た
近
い
時
期
の
例
と
し
て
参
考
に
し
た
為
子
内
親
王
は
、
現
在
の
歴
史

学
に
お
い
て
妃
と
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
栄
花
物
語
』
に
お
け
る

醍
醐
天
皇
の
後
宮
の
く
だ
り
で
は
、
そ
の
存
在
が
一
切
語
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

四　
「
火
（
ヒ
）
の
宮
」
は
「
妃
（
ヒ
）
の
宮
」
と
か
か

る
だ
け
か

　

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
尊
子
内
親
王
は
、『
大
鏡
』
や
『
栄
花
物
語
』
に

「
火
の
宮
」
と
あ
だ
名
さ
れ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
る
。
そ
の
「
火
の
宮
」
に

「
妃
の
宮
」
が
か
か
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
指
摘
し
た
の
は
、
既
出
の

今
西
祐
一
郎
氏
で
あ
る
。
今
西
氏
の
関
心
は
、『
源
氏
物
語
』
に
登
場
す
る
、

桐
壺
帝
の
後
宮
へ
最
後
に
入
内
し
た
藤
壺
が
物
語
内
の
世
の
中
の
人
々
か
ら
光

源
氏
と
並
び
称
さ
れ
て
、「
光
る
君
、
か
か
や
く
日
の
宮
」
と
呼
ば
れ
た
、
そ

の
「
日
の
宮
」
に
「
妃
の
宮
」
が
か
か
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
点

か
ら
始
ま
り
、
尊
子
内
親
王
に
い
た
っ
て
い
る
（
（1
（

。「
日
の
宮
」
が
そ
も
そ
も

「
妃
の
宮
」
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
は
、
す
で
に
北
山
蹊
太
氏
に
よ
る
こ
と

も
今
西
氏
は
紹
介
し
て
い
る
（
（1
（

の
で
、
北
山
氏
の
着
眼
点
を
す
る
ど
く
発
展
さ
せ

た
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
根
拠
と
す
る
用
例
を
『
う
つ
ほ
物
語
』
の
嵯
峨
院
の
小

宮
が
「
妃
」
と
な
り
「
妃
の
宮
」
と
称
さ
れ
る
と
い
う
原
田
芳
起
氏
の
読
み
に

見
い
だ
し
た
（
（1
（

た
め
、
原
田
氏
の
読
み
を
評
価
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
た
。
現

在
、『
う
つ
ほ
物
語
』
に
お
け
る
小
宮
の
該
当
箇
所
の
本
文
は
原
田
氏
の
読
み

が
定
説
に
な
っ
て
い
る
。

　

論
者
も
『
源
氏
物
語
』
の
「
日
の
宮
」
に
「
妃
の
宮
」
が
か
か
っ
て
い
る
、

『
大
鏡
』『
栄
花
物
語
』
の
「
火
の
宮
」
に
「
妃
の
宮
」
が
か
か
っ
て
い
る
、
と

い
う
今
西
氏
の
指
摘
を
否
定
す
る
つ
も
り
は
な
い
。
む
し
ろ
、
か
か
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
支
持
し
つ
つ
あ
れ
こ
れ
検
討
し
て
き
た
。
だ
が
、
今

西
氏
が
根
拠
と
し
た
『
う
つ
ほ
物
語
』
で
は
、
作
り
物
語
と
し
て
当
時
の
慣
習

を
利
用
し
、
登
場
人
物
の
呼
称
を
創
出
し
て
い
る
感
が
あ
る
（
（1
（

。
そ
の
た
め
作
り

物
語
に
用
例
を
見
い
だ
し
、
根
拠
と
す
る
の
は
少
し
説
得
力
に
か
け
る
。
実
際

に
、
増
田
繁
雄
氏
に
代
表
さ
れ
る
反
論
（
（2
（

に
あ
う
。

　

ま
ず
「
妃
の
〜
」
と
い
う
形
の
用
例
を
、
国
史
を
は
じ
め
と
し
た
古
記
録
類
、

そ
の
中
の
歴
史
上
の
実
在
の
人
物
に
求
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
本
稿

第
二
節
に
引
用
し
た
『
九
曆
』
逸
文
中
の
為
子
内
親
王
を
指
す
「
妃
内
親
王
」

が
該
当
す
る
。「
妃
の
内
親
王
」、
読
み
は
「
ヒ
ノ
ヒ
メ
ミ
コ
」
な
い
し
「
ヒ
ノ

ヒ
メ
ミ
ヤ
」、
あ
る
い
は
「
ヒ
ノ
ナ
イ
シ
ン
ワ
ウ
」
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。

直
前
の
「
東
院
后
」、
班
子
女
王
に
は
光
孝
天
皇
と
の
間
に
、
宇
多
天
皇
ほ
か

男
親
王
が
二
人
、「
御
女
」
が
四
人
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
中
か
ら
為
子
内
親
王

を
特
定
す
る
た
め
に
、『
九
曆
』
の
書
き
手
で
あ
る
藤
原
師
輔
は
「
妃
」
を
冠

し
て
い
る
。

　

実
在
し
た
、
令
制
の
「
妃
」
で
あ
る
為
子
内
親
王
が
、「
妃
の
〜
」
と
周
囲

か
ら
呼
称
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
同
じ
令
制
の
「
妃
」
と
考
え
ら
れ
る
尊
子

内
親
王
、『
う
つ
ほ
物
語
』
の
嵯
峨
院
の
小
宮
、『
源
氏
物
語
』
の
藤
壺
に
つ
い
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て
も
「
妃
の
宮
」
と
周
囲
か
ら
呼
称
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

加
え
て
、
こ
れ
も
ま
た
論
者
が
考
察
し
た
昌
子
内
親
王
の
呼
称
の
あ
り
方
（
（2
（

か

ら
す
れ
ば
、
身
近
な
人
間
は
「
妃
の
〜
（
つ
ま
り
「
妃
の
宮
」）」
と
は
呼
ば
な

い
だ
ろ
う
。
藤
原
師
輔
が
、
藤
原
穏
子
の
甥
で
あ
り
、
班
子
女
王
、
為
子
内
親

王
と
は
対
立
す
る
関
係
に
あ
る
よ
う
に
、「
妃
の
宮
」
は
身
内
以
外
の
、
広
く

「
世
の
人
々
」
が
用
い
る
類
い
の
呼
称
と
い
え
よ
う
。
し
か
も
同
じ
後
宮
内
に

定
員
の
二
人
を
満
た
す
内
親
王
の
妃
が
い
れ
ば
、「
妃
の
宮
」
と
呼
ん
で
も
二

人
を
区
別
で
き
な
い
。
一
人
で
あ
れ
ば
そ
も
そ
も
「
妃
の
宮
」
と
、
わ
ざ
わ
ざ

「
妃
」
を
冠
し
て
呼
ぶ
必
要
も
な
い
。「
妃
」
を
冠
す
る
こ
と
で
、
劣
等
感
を
い

だ
く
存
在
（〈
書
き
手
〉
な
り
〈
読
み
手
〉）
が
い
る
な
ら
ば
、
用
い
る
こ
と
自

体
、
避
け
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
用
例
の
少
な
さ
は
、
こ
う
し
た
背
景
が
あ

る
よ
う
に
思
う
。

　

次
に
、
論
者
の
腑
に
落
ち
な
い
点
は
、
中
古
、
つ
ま
り
平
安
時
代
に
は
い
わ

ゆ
る
上
代
特
殊
仮
名
遣
い
が
統
合
さ
れ
、
上
代
に
甲
乙
と
区
別
さ
れ
て
い
た

「
ヒ
」
の
音
に
つ
い
て
も
同
音
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
尊
子
内

親
王
に
対
し
て
、
世
間
の
人
々
が
「
火
の
宮
」
と
不
名
誉
な
あ
だ
名
と
し
て
呼

ぼ
う
と
、「
ヒ
ノ
ミ
ヤ
」
と
口
に
し
て
い
る
限
り
に
お
い
て
、「
妃
」
と
「
火
」

あ
る
い
は
「
日
」
と
の
区
別
が
つ
か
な
い
。
あ
だ
名
と
し
て
効
果
が
な
く
、
成

立
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
点
に
あ
る
。

　

前
稿
で
確
認
し
た
よ
う
に
、「
妃
」
の
漢
字
は
、「
火
」（
乙
類
）
の
仮
名
と

し
て
上
代
に
使
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
（
（2
（

。
そ
の
た
め
、「
妃
」
と
「
火
」

は
そ
も
そ
も
同
音
で
あ
り
、「
妃
の
宮
」
と
世
間
か
ら
称
さ
れ
て
い
た
（
で
あ

ろ
う
）
尊
子
内
親
王
が
「
火
の
宮
」
と
あ
だ
名
さ
れ
る
こ
と
自
体
に
は
、
上
代

特
殊
仮
名
遣
い
の
統
合
も
関
係
な
く
、「
妃
」
に
「
火
」
が
か
か
っ
て
い
る
、

と
主
張
す
る
こ
と
は
現
在
の
我
々
に
可
能
だ
。
だ
が
、
内
裏
火
事
か
ら
ま
も
な

い
頃
に
、
尊
子
内
親
王
を
「
ヒ
ノ
ミ
ヤ
」
と
世
の
人
々
が
口
端
に
し
た
と
て
、

そ
れ
以
前
か
ら
「
妃
の
宮
（
ヒ
ノ
ミ
ヤ
）」
と
呼
ば
れ
て
い
た
り
、
呼
ば
れ
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
た
り
、
と
い
っ
た
状
態
で
あ
れ
ば
、
あ
だ
名
「
火
の
宮
」
へ

の
連
想
が
す
ん
な
り
い
か
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

私
見
を
示
せ
ば
、「
火
の
宮
」
は
①
「（
ヒ
ノ
ミ
ヤ
な
ら
ぬ
）
ホ
ノ
ミ
ヤ
」
と

発
音
さ
れ
て
、
尊
子
内
親
王
の
あ
だ
名
と
し
て
人
々
に
さ
さ
や
か
れ
た
。
同
時

に
②
「
火ひ

の
み
や
」、「
の
み
」
の
助
詞
は
限
定
を
意
味
し
、「
や
」
は
疑
問
・

反
語
の
助
詞
で
、
現
代
語
訳
す
れ
ば
「（
妃
で
な
く
）
火
だ
け
で
は
な
い
か
」

と
い
う
裏
の
意
味
を
も
ち
、
尊
子
内
親
王
を
追
い
詰
め
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

上
代
よ
り
「
火
（
ヒ
）」
は
「
木
（
キ
）」
と
同
様
に
、
単
語
の
合
成
、
つ
ま

り
語
構
成
の
点
か
ら
、
単
語
の
後
に
他
の
要
素
が
付
い
て
一
語
を
作
る
場
合
に
、

母
音
「
ⅰ
」
が
「
ｏ
」
へ
交
替
し
、
語
形
が
変
化
す
る
（
（2
（

。

　

★
語
基
一
つ
で
単
純
語　

→　

合
成
語

　

☆
（
単
純
）「
火
（
ヒ
）」
→
（
合
成
）�「
火
中
（
ホ
ナ
カ
）」「
火
の
穂
（
ホ

ノ
ホ
）」「
火
群
（
ホ
ム
ラ
）」

　

☆
（
単
純
）「
木
（
キ
）」
→
（
合
成
）�「
木
の
葉
（
コ
ノ
ハ
）」「
木
漏
れ
日

（
コ
モ
レ
ビ
）」

　

右
の
用
例
の
（
単
純
）
と
し
た
単
純
語
の
状
態
を
「
露
出
形
」、（
合
成
）
と

し
た
、
単
純
語
の
下
に
他
の
要
素
が
付
い
て
一
語
と
な
っ
た
状
態
を
「
被
覆

形
」
と
い
う
。
実
際
に
、「
火
」
の
語
基
の
前
に
、
別
の
語
基
な
ど
が
あ
り
合
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成
語
と
な
っ
て
「
ヒ
」
の
ま
ま
露
出
形
に
発
音
さ
れ
る
用
例
と
、「
火
」
が
別

の
語
基
な
ど
の
前
に
き
て
合
成
語
と
な
っ
て
「
ホ
」
と
被
覆
形
に
発
音
さ
れ
た

こ
と
を
示
す
仮
名
表
記
の
『
古
事
記
』（
景
行
）
の
用
例
を
、
左
に
引
用
す
る
。

佐
泥
佐
斯　

佐
賀
牟
能
袁
怒
邇　

毛
由
流
肥
能　

本
那
迦
邇
多
知
弖　

斗

比
斯
岐
美
波
母

さ
ね
さ
し　

相
模
の
小
野
に　
　

燃
ゆ
る
火
の　

火
中
に
立
ち
て　

問
ひ

し
君
は
も
（
（2
（

現
代
語
に
お
い
て
も
「
炎
（
ホ
ノ
オ
、
上
代
で
は
ホ
ノ
ホ
）」
の
よ
う
に
残
っ

て
い
る
用
例
も
あ
る
。

　

次
に
、
今
、
問
題
に
し
て
い
る
中
古
で
の
用
例
と
し
て
、『
紫
式
部
日
記
』

の
も
の
を
左
に
引
用
し
よ
う
。

御
膳
ま
ゐ
り
は
て
て
、
女
房
、
御
簾
の
も
と
に
い
で
ゐ
た
り
。
火
か
げ
き

ら
き
ら
と
見
え
わ
た
る
中
に
も
、
大
式
部
の
お
も
と
の
裳
・
唐
衣
、
小
塩

の
山
の
小
松
原
を
繍
ひ
た
る
さ
ま
、
い
と
を
か
し
。（（2
（

右
の
本
文
は
、
萩
谷
朴
氏
の
『
紫
式
部
日
記
全
注
釈
』、「
二
一　

御
膳
ま
ゐ
り

は
て
て
」
か
ら
引
用
し
て
い
る
。
同
書
の
凡
例
に
よ
る
と
、
底
本
に
宮
内
庁
書

陵
部
蔵
黒
川
本
を
用
い
、
ほ
か
六
本
を
参
照
し
て
本
文
校
訂
が
な
さ
れ
て
い
る
。

「
校
異
」
後
の
、「
逸
文
」
に
は
『
紫
式
部
日
記
絵
詞
』（
引
用
箇
所
の
場
合
は
、

蜂
須
賀
本
）
の
翻
字
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
参
照
す
る
と
「
ほ
か
け
」
と
平
仮

名
書
き
さ
れ
て
い
る
。「
火
」
を
「
ヒ
」
の
み
な
ら
ず
、
条
件
に
よ
り
「
ホ
」

と
発
音
す
る
規
則
性
が
長
き
に
わ
た
り
継
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

　

一
方
、
同
じ
語
構
成
で
も
「
火
の
国
（
ヒ
ノ
ク
ニ
）」（『
古
事
記
』（
景
行
））

の
よ
う
に
露
出
形
の
ま
ま
、
あ
る
い
は
中
世
や
近
世
の
平
仮
名
書
き
用
例
に
被

覆
形
の
「
火
の
粉
（
ホ
ノ
コ
）」
が
確
認
さ
れ
る
の
に
、日
葡
辞
書
に
「Finoco

」

や
現
代
語
で
は
「
火
の
粉
（
ヒ
ノ
コ
）」
と
露
出
形
に
戻
っ
て
し
ま
う
場
合
も

あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
「
火
」
の
発
音
や
表
記
を
ふ
ま
え
る
と
、「
ヒ
ノ
ミ
ヤ
」
の

「
ヒ
」
に
は
「
妃
」
と
「
火
」
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
発
音
上
の
区
別

が
つ
か
ず
効
果
的
で
な
い
。
そ
こ
で
当
時
の
人
々
は
、
書
物
（
紙
）
の
上
に
は

「
火
」
と
表
記
し
て
、
口
に
出
し
て
読
む
（
呼
ぶ
）
際
に
は
わ
ざ
わ
ざ
「
ホ
ノ

ミ
ヤ
」
と
発
音
し
て
、「
火
」
の
意
味
だ
け
に
な
る
呼
称
を
あ
だ
名
と
し
て
用

い
た
、
と
い
う
と
こ
ろ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
加
え
て
、
も
と
の
呼
称
「
ヒ
ノ

ミ
ヤ
」
へ
戻
っ
て
考
え
る
と
き
、
そ
こ
に
は
「
火
だ
け
で
は
な
い
か
」
と
い
う

散
文
が
た
ち
あ
が
る
の
で
あ
る
。

五　

む
す
び
と
今
後
の
課
題

　

本
稿
は
、
前
半
に
お
い
て
前
稿
に
補
足
を
し
な
が
ら
、
昌
子
内
親
王
、
尊
子

内
親
王
が
と
も
に
令
制
の
妃
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
き
た
。
そ
の
際
、
後
半

で
大
き
く
と
り
あ
げ
る
今
西
氏
の
二
つ
の
論
考
に
つ
い
て
も
検
証
す
る
か
た
ち

に
な
っ
た
。
後
半
は
、『
大
鏡
』『
栄
花
物
語
』
が
伝
え
る
、
尊
子
内
親
王
が

「
火
の
宮
」
と
あ
だ
名
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
今
西
氏
が
「
妃
の
宮
」
が
か

か
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
提
唱
し
た
点
を
一
歩
す
す
め
て
、「
ホ
ノ
ミ

ヤ
」
と
発
音
し
て
、「
火
」
の
意
味
だ
け
に
な
る
呼
称
を
あ
だ
名
と
し
て
用
い
、

「
ヒ
ノ
ミ
ヤ
」
へ
戻
る
と
、
そ
こ
に
は
「
火
だ
け
で
は
な
い
か
」
と
い
う
散
文

が
見
え
て
く
る
、
と
考
え
た
。

　
『
源
氏
物
語
』
を
は
じ
め
と
し
た
作
り
物
語
を
研
究
し
た
い
と
い
う
志
か
ら
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行
っ
て
き
た
が
、
い
わ
ゆ
る
人
物
論
と
は
異
な
り
、
平
安
時
代
の
後
宮
（
制

度
）
を
考
え
昌
子
内
親
王
、
尊
子
内
親
王
の
位
置
づ
け
を
行
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
書
（
物
）
が
ど
の
よ
う
に
書
か
れ
る
の
か
を
考
え
る
こ
と
で
も
あ
り
、
歴
史

学
の
古
文
書
学
へ
も
片
足
を
突
っ
込
ん
で
い
る
。
三
人
の
内
親
王
の
う
ち
、
尊

子
内
親
王
が
ど
の
よ
う
な
半
生
を
お
く
っ
た
の
か
を
考
え
る
作
業
で
も
あ
っ
た
。

架
空
の
登
場
人
物
と
は
異
な
る
、
実
際
に
生
き
た
人
間
を
考
え
る
の
も
材
料
は

同
じ
、
現
在
残
さ
れ
た
本テ
キ
ス
ト文
で
あ
る
。
日
本
語
の
変
化
や
表
記
上
の
問
題
か
ら

も
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
分
析
手
法
が
適
切
な
も
の
か
、
引
き
続
き

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

今
回
の
論
考
を
通
じ
て
、
感
触
と
し
て
得
ら
れ
た
の
は
、『
源
氏
物
語
』、

『
栄
花
物
語
』
で
は
令
制
の
妃
と
い
う
存
在
そ
の
も
の
を
語
ら
な
い
（
語
り
た

が
ら
な
い
）
姿
勢
、
方
針
の
よ
う
な
も
の
が
底
流
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
点
で
あ
る
。『
大
鏡
』
も
そ
こ
に
含
ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
三
つ

の
作
品
で
語
ら
れ
る
後
宮
と
い
う
も
の
が
実
際
の
後
宮
に
ち
か
い
も
の
な
の
だ

と
、
長
年
、
自
ら
が
思
い
込
ん
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
。
村
上
天

皇
の
頃
か
ら
内
裏
が
火
事
に
見
舞
わ
れ
、
天
皇
が
後
院
へ
移
っ
た
り
、
円
融
天

皇
に
い
た
る
と
里
内
裏
が
も
う
け
ら
れ
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
な
お
さ

ら
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
こ
の
三
人
の
内
親
王
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
す
る
。
そ
れ
と
と

も
に
、
そ
こ
に
藤
原
穏
子
の
考
察
結
果
も
加
え
、『
源
氏
物
語
』、『
栄
花
物
語
』

の
後
宮
で
あ
っ
た
り
、
藤
壺
、
藤
原
彰
子
を
考
察
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
れ

ら
を
ふ
ま
え
、
な
ぜ
藤
原
彰
子
が
「
大
宮
」
と
多
く
の
書
物
に
書
か
れ
、
多
く

の
用
例
を
有
す
る
に
至
っ
た
か
を
考
え
た
い
。

『
日
本
紀
略
』
の
本
文
引
用
お
よ
び
参
照
は
、『
日
本
紀
略　

前
篇
』（
新
訂
増
補
国
史
大

系
十
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
五
年
五
月
）
な
ら
び
に
『
日
本
紀
略　

後
篇
』（
新
訂

増
補
国
史
大
系
十
一
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
五
年
八
月
）
に
よ
る
。
割
り
注
を
必

要
に
応
じ
て
〈　

〉
で
く
く
り
示
し
た
。

『
諸
官
符
案
宣
旨
方
』（〈
伝
〉
壬
生
本
）
の
本
文
引
用
お
よ
び
参
照
は
、
国
文
学
研
究
資

料
館
の
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ら
び
に
宮
内
庁
書
陵
部
編
纂
『
皇
室

制
度
史
料　

后
妃
三
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
三
月
）
に
よ
る
。

『
小
右
記
』
の
本
文
引
用
お
よ
び
参
照
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
纂
『
小
右
記　

一
』（
大
日
本
古
記
録
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
九
年
三
月
）
に
よ
る
。
本
文
を
引
用
す

る
際
に
は
、
本
書
の
諸
本
間
の
異
同
を
も
と
に
論
者
が
改
訂
し
、
割
り
注
を
必
要
に

応
じ
て
〈　

〉
で
く
く
り
示
し
た
。

注
１‌�　

拙
稿
「「
妃
」
に
か
ん
す
る
一
、
二
の
こ
と
─
昌
子
内
親
王
の
考
察
を
通
じ
て
─
」

（『
成
蹊
國
文
』
第
五
十
五
号
、
二
〇
二
二
年
三
月
）

２　

拙
稿
「
六
条
院
に
お
け
る
女
三
宮
の
出
家
─
朱
雀
院
の
視
座
か
ら
─
」『
家
と
血
の

イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
』（
叢
書　

想
像
す
る
平
安
文
学　

第
６
巻
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇

一
年
五
月
）

３　

安
西
迪
夫
「
歴
史
物
語
と
尊
子
内
親
王
」『
歴
史
物
語
の
史
実
と
虚
構
─
円
融
院
の

周
辺
─
』（
桜
楓
社
、
一
九
八
七
年
三
月
）
第
一
篇
一
。

４　

宮
内
庁
『
皇
室
制
度
史
料　

后
妃
三
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
三
月
）

５　

注
１
の
前
稿
に
も
引
用
し
た
が
、『
国
史
大
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
）
の
「
妃
」
項
、

執
筆
担
当
・
米
田
雄
介
の
解
説
文
中
の
「
平
安
時
代
前
期
の
醍
醐
天
皇
の
妃
為
子
内

親
王
の
薨
去
後
は
、
天
皇
の
妃
が
置
か
れ
た
例
は
な
い
」
と
す
る
見
解
な
ど
。

６　
「
宣
旨
」
項
、
執
筆
担
当
・
土
田
直
鎮
（『
国
史
大
辞
典
』
吉
川
弘
文
館
）
を
は
じ

め
と
し
、
日
本
歴
史
学
会
編
『
概
説　

古
文
書
学　

古
代
・
中
世
編
』（
吉
川
弘
文
館
、

一
九
八
三
年
五
月
）、『
日
本
古
文
書
学
講
座　

第
三
巻　

古
代
編
Ⅱ
』（
雄
山
閣
、
一

九
七
九
年
八
月
）、
土
田
直
鎮
「
内
侍
宣
に
つ
い
て
」（『
日
本
学
士
院
紀
要
』
第
十
七

巻
、
第
三
号
）
を
適
宜
、
参
照
し
た
。

７　

注
６
に
同
じ
。

８　
『
九
曆
』
の
本
文
引
用
お
よ
び
参
照
は
、『
九
曆
』（
大
日
本
古
記
録
、
岩
波
書
店
、
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一
九
五
八
年
七
月
）
に
よ
る
。

９　
『
権
記
』
の
本
文
引
用
お
よ
び
参
照
は
、『
史
料
纂
集　

権
記
』
第
一
、
第
五
十
七

巻
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
七
八
年
十
二
月
）。
引
用
箇
所
の
カ
ッ
コ
は
欠
字
部

分
。
記
述
内
容
の
誤
り
、
欠
字
の
補
足
と
し
て
脇
書
き
を
し
た
。

10　

拙
稿
Ａ
「〈
大
宮
〉
考
─
古
記
録
・
史
料
に
見
る
昌
子
内
親
王
─
」（『
名
古
屋
大
学

国
語
国
文
学
』
110
、
二
〇
一
七
年
十
一
月
）、
な
ら
び
に
拙
稿
Ｂ
「〈
大
宮
〉
考
─
仮

名
文
学
作
品
に
見
る
昌
子
内
親
王
─
」（『
名
古
屋
大
学
国
語
国
文
学
』
111
、
二
〇
一

八
年
十
一
月
）
を
作
成
す
る
際
、
行
っ
た
用
例
調
査
に
よ
る
。

11　

今
西
祐
一
郎
「「
か
か
や
く
ひ
の
宮
」
考
」（『
文
学
』
第
五
十
巻
、
第
七
号
、
一
九

八
二
年
七
月
）

12　

注
11
、
七
八
頁
。

13　

注
１
の
拙
稿
参
照
。

14　

注
３
、
十
七
頁
。

15　

今
西
祐
一
郎
「「
火
の
宮
」
尊
子
内
親
王
─
「
か
か
や
く
ひ
の
宮
」
の
周
辺
─
」

（『
國
語
國
文
』
第
五
十
一
巻
、
第
八
号
、
一
九
八
二
年
八
月
）

16　

注
11
な
ら
び
に
注
15
の
今
西
論
。

17　

注
11
一
、
八
三
頁
。

18　

注
11
、
八
四
〜
八
五
頁
。

19　

拙
稿
「『
う
つ
ほ
物
語
』
に
お
け
る
「
あ
て
宮
」
創
出
」（『
情
報
表
現
論
集
』
2
、

一
九
九
九
年
三
月
）

20　

増
田
繁
夫
「
源
氏
物
語
の
藤
壺
は
令
制
の
〈
妃
〉
か
」『
源
氏
物
語
と
貴
族
社
会
』

（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
八
月
）
第
一
章
第
三
節
。

21　

注
10
の
拙
稿
Ａ
な
ら
び
に
Ｂ
を
参
照
し
て
ほ
し
い
。

22　

大
野
晋
『
上
代
仮
名
遣
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
五
三
年
六
月
）
に
て
、
大
野

氏
は
、
万
葉
仮
名
「
妃
」
は
『
日
本
書
紀
』
中
に
一
例
し
か
確
認
出
来
ず
、
か
つ
写

本
間
で
は
「
妣
」
の
字
を
用
い
る
方
が
多
い
が
、
誤
写
の
可
能
性
は
少
な
く
、「
妃
」

が
正
し
い
用
字
と
断
じ
て
い
る
。
同
書
二
六
頁
。
ま
た
有
坂
秀
世
「
國
語
に
あ
ら
は

れ
る
一
種
の
母
音
交
替
に
つ
い
て
」『
國
語
音
韻
史
の
研
究　

増
補
新
版
』（
三
省
堂
、

一
九
五
七
年
十
月
）
に
、『
古
事
記
』
の
「
火
」
清
音
に
は
乙
類
の
仮
名
が
、『
万
葉

集
』
の
「
火
」
濁
音
に
も
乙
類
の
仮
名
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、『
日
本

書
紀
』（
神
代
・
上
）
の
「
手
火
」
の
「
火
」
に
「
妣
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
点
を

「
違
例
」
と
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
四
六
頁
。

23　

有
坂
秀
世
「
國
語
に
あ
ら
は
れ
る
一
種
の
母
音
交
替
に
つ
い
て
」『
國
語
音
韻
史
の

研
究　

増
補
新
版
』（
三
省
堂
、
一
九
五
七
年
十
月
）
を
参
照
。

24　
『
古
事
記
』
の
原
文
な
ら
び
に
訓
み
下
し
文
の
引
用
は
、
山
口
佳
紀
・
神
野
志
隆
光

校
注
・
訳
『
古
事
記
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
、
小
学
館
、
一
九
九
七
年
六
月
）

に
よ
る
。

25　
『
紫
式
部
日
記
』
の
本
文
は
、
萩
谷
朴
『
紫
式
部
日
記
全
注
釈
』（
角
川
書
店
、
一

九
七
一
年
十
一
月
）
に
よ
る
。

（
ど
い
・
な
お
こ　

本
学
全
学
教
育
講
師
）


